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言

゜

室

町

時

代

に

は

簡

単

な

海

図

が

あ

っ

た

と

言

わ

れ

る

が

、

現

在

残

っ

て

い

な

い

。

古

田

良

一

氏

に

よ

る

と

、

「

瀬

戸

内

海

の

海

蹄

図

、

さ

ら

に

西

に

延

ぴ

て

九

州

北

岸

を

経

て

長

崎

ま

で

の

悔

路

図

は

多

く

残

っ

て

い

る

。

古

い

も

の

は

承

応

年

間

（

一

六

五

ニ

ー

五

四

）

ご

ろ

で

、

寛

文

に

は

木

版

も

刊

行

さ

れ

、

元

禄

に

な

れ

ば

、

そ

の

種

類

も

多

く

な

る

。

い

ず

れ

も

一

七

世

紀

の

後

半

に

当

る

が

、

こ

の

こ

ろ

か

ら

海

路

誌

が

多

く

著

わ

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

そ

れ

に

伴

っ

て

海

路

図

も

作

ら

れ

た

。

し

か

し

大
坂
•
江
戸
間
、
大
坂
•
長
崎
間
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
は
陸
を
主
と
し
た
図
に
航
路
を
雷

き

入

れ

て

あ

る

も

の

が

多

い

。

（

略

）

江

戸

時

代

の

悔

路

図

は

た

だ

航

路

お

よ

び

里

程

を

記

し

、

時

に

暗

礁
•
砂
州
を
付
記
す
る
ぐ
ら
い
で
、
水
深
の
記
入
な
く
、
航
悔
業
者
は
ほ
と
ん
ど
熟
練
に
よ
っ
て
航
海
し

た

の

で

あ

る

。

次

に

紹

介

す

る

一

品

は

、

江

戸

時

代

海

路

図

の

削

合

古

い

方

に

属

す

る

も

の

で
あ
る
。
西

国

海

路

之

図

（

常

磐

松

文

庫

）

絵

図

一

巻

彩

色

写

外

題

・

内

題

・

奥

粛

な

し

箱

菌

「

寛

文

十

二

年

ー

延

宝

、

三

年

写

」

大

坂

か

ら

対

馬

・

長

崎

に

至

る

瀬

戸

内

悔

航

路

の

彩

色

手

描

絵

図

で

あ

る

。

地

名

・

悔

路

・

潮

流

風

向

・

港

の

出

入

の

状

態

等

を

記

し

て

あ

る

。

陸

地

に

つ

い

て

は

大

名

の

城

地

の

記

戦

が

あ

り

、

こ

れ

ら

と

時

代

を

附

合

す

る

と

、

箱

粛

同

様

、

窟

文

十

二

年

(

-

六

七

二

）

よ

り

延

宝

三

年

の

間

に

描

か

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

六
七
五
）

湘

路

図

は

、

4
 

よ

う

に

な

り

、

絵

地

図

L— 

と
あ
り
、

展

示

古

粛

笥

紹

介

17

参

考

業

務

シ

リ

ー

ズ

ー

（
海
路
図
）
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/
_
＼
 

（
 

ー

し

,
1
.
 

洵

運

が

発

達

す

る

に

し

た

が

つ

て
、

航

悔

業

者

の

間

で

、

（
 

海

路

を

記

し

た

図

が

作

ら

れ

る

期

昭

和

五

八

年

九

月

五

日

ー

九

月

二

十

四

日

於
図
粛
館
―
―
―
階
閲
覧
室
（
本
館
）

し


